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様式５ 

国立大学法人島根大学物品・役務等契約監視委員会（第１回）議事概要 

 

開催日及び場所  平成２８年３月１０日（木） 国立大学法人島根大学 本部棟第二会議室 

 

 

出 席 委 員  

○委員長 

 千家 充伸（島根大学 監事） 

○委 員 

 中野 俊雄（島根県行政書士会理事・総務部長 行政書士） 

 山根 朋洋（公認会計士） 

審 査 対 象 期 間 平成２７年４月１日 ～ 平成２７年９月３０日 

個 別 審 査 案 件 ６ 件  ○議 事 

（１）委員長の選出について 

（２）審査対象案件の抽出結果について 

（３）審査対象案件の審査について 

（４）次回審査対象案件の抽出について 

（５）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般競争入札 ２ 件  

 最低価格方式 １ 件  

総合評価方式 １ 件  

指名競争入札 件  

 最低価格方式 件  

総合評価方式 件  

随意契約 ４ 件  

 企画競争 件  

公募 件  

競争性のない随意契約 ４ 件  

不落随意契約 件  

 

 

委員からの意見・質問とそれ

に対する回答等 

 

 

 

 

別紙のとおり 

 

 

委員会による意見の内容 

 

 

 

 

審査の過程で検討していただきたいと申し上げた点については、対応の

検討をお願いすることとし、全体としては問題なく処理されている。 
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別 紙 

質問・意見 回   答 

１）Ｘ線血管撮影装置（循環器用バイプレーンシス

テム） 

【一般競争入札（総合評価落札方式）】 

（医学部会計課） 

 

・入札参加資格があると認めた業者数が１社とある

が、１社しかなかったのか。 

 

 

・技術審査委員会における審査の内容について伺い

たい。 

 

 

・高度管理医療機器等販売業の許可は、どこが行っ

ているのか。 

 

 

 

 

 

 

・仕様策定委員会が作成した仕様書に基づき、入札

を申し込んできた業者が１社であった。 

 

 

・仕様書の内容を満たしているか、また、導入・稼

動後のメンテナンス体制も含めて審査している。 

 

 

・島根県である。 

 

 

２）ＩＶＲ－ＣＴ装置（ＩＣＴ用）ＳＯＭＡＴＯＭ 

Sensation open のＸ線管球 

【随意契約（競争性のない随意契約）】 

（医学部会計課） 

 

・随意契約の根拠として国立大学法人島根大学契約

事務取扱規則第２６条第１項の規定によるとして

いるが、具体的な理由を伺いたい。 

 

 

 

・「直接販売及び修理証明」の証明者では、Ｓ社製

装置の保守部品の供給が、契約相手方に選択の余地

がないものと判断できないのではないか。 

 

 

・予定価格算定の考え方を伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

・Ｓ社製である本機器のＸ線管球は、安全上からＳ

社製のものを交換する必要があることから、契約の

性質が競争を許さないこと、また、診療に使用して

いる機器のため、緊急を要したためである。 

 

 

・契約相手方の会社が当該会社を証明する内容であ

り、今後はメーカーからの証明を徴収することを検

討したい。 

 

 

・他大学等の契約実績による契約率と参考見積額を

比較して算定している。 
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３）東芝Ｘ線ＣＴ装置 修理 

【随意契約（競争性のない随意契約）】 

（医学部会計課） 

 

・物品又は役務等の概要によると、前段の契約と同

様のＸ線管球の交換と思われるが、修理となってい

る理由を伺いたい。 

 

・前段同様「証明書（修理及び国内随一の販売元）」

の証明者では、契約相手方に選択の余地がないもの

と判断できないのではないか。 

 

・予定価格算定の考え方を伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

・Ｘ線管球の交換とそれに伴う一連の調整作業があ

り、単なるエックス線管球交換ではなかったため。 

 

 

・メーカーからの証明の徴収を検討する。 

 

 

 

・他大学等の契約実績による契約率と参考見積額を

比較して算定している。 

 

４）クライアントＰＣ管理ソフトウェア 一式 

【一般競争入札（最低価格方式）】 

（財務部経理・調達課） 

 

 

・入札参加資格があると認めた業者数１者となった

経緯について伺いたい。 

 

 

 

 

・物品の概要説明をみると、少し高額な契約ではな

いかと考えられるがいかがか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入札説明書の受け取りは、３者から申し込みがあ

ったが、ソフトウェア運用開始の都合上、納期が短

期間であったことが影響して、結果的に１者となっ

たものと考えられる。 

 

 

・１件あたりの金額は安価であるが、クライアント

（ライセンス）数を 4,000件と想定し高額となって

いる。 
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５）人事・給与システムの保守業務 

【随意契約（競争性のない随意契約）】 

（財務部経理・調達課） 

 

 

・随意契約の根拠として国立大学法人島根大学契約

事務取扱規則第２６条第１項の規定によるとして

いるが、具体的な理由を伺いたい。 

 

 

・予定価格算定の考え方を伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

・平成１８年度に導入したシステムで、大学法人向

けに契約相手方が設計したものであり、契約の性質

が競争を許さないものと判断した。 

 

 

・他大学等の契約実績による契約率と参考見積額を

比較して算定している。 

６）監査法人（会計監査人）による監査契約 

【随意契約（競争性のない随意契約）】 

（財務部経理・調達課） 

 

・随意契約とした理由について伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三大監査法人以外からの応募はあるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・契約段階では随意契約であるが、契約の前に会計

監査人選定基準策定委員会及び会計監査人評価委

員会の議を経て、学長が文部科学大臣に会計監査人

候補者として提出し、国立大学法人法の規定に基づ

き文部科学大臣が本学の会計監査人を選任してい

る。この結果を受けて契約するため、契約の性質が

競争を許さないものとなるもの。 

 

 

・会計監査人選定基準策定委員会が作成した企画書

等作成要領を大学ホームページに公開、募集してお

り、三大監査法人以外の監査法人又は公認会計士か

らの応募も可能としているが、実績としては三大監

査法人以外からの応募はない。 

 

 

 


